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節電に関するアンケート 

  

※各設問の該当する番号に○をお願いいたします。 

 

（１）夏の節電に係る質問 

 

①今夏（2013 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2013 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2013 年度）節電を実施しなかった 

 

②来夏（2014 年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 来夏（2014 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2014 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③来夏（2014 年度）も節電を行う場合における、今夏（2013 年度）と同様の節電取組 

可能性（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 来夏（2014 年度）も今夏（2013 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2013 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

④無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％（数値目標を伴わない節電） 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑤節電を継続する理由（複数回答可）（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（                       ） 

 

⑥節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した

お客さまのみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（                       ） 
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⑦実施した節電の内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

１１ 生産抑制 

１２ 夏季休暇の拡大 

１３ 自家発電稼働 

１４ 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

１５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

１６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

１７ エレベータ間引き等の動力の調整 

１８ その他（                       ） 

 

（（２）冬の節電に係る質問 

 

①昨冬（2012 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2012 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2012 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2013 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 今冬（2013 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2013 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2013 年度）節電を継続する場合における昨冬（2012 年度）と同様の節電取組 

可能性（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 今冬（2013 年度）に昨冬（2012 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2012 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

（３）その他 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他（                       ） 

 

 

 

設問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。 
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節電に関するアンケート 
 

中国電力株式会社  

 
 

貴貴社名              ご氏名           
【ご回答欄】該当する番号のご記入をお願いいたします。 

① ② ③ ④

⑤

⑥

⑦

（２） ① ② ③

（３） ①

（１）

「６ その他」を選択した場合の具体的内容

「６ その他」を選択した場合の具体的内容

「１８ その他」を選択した場合の具体的内容

「７ その他」を選択した場合の具体的内容

 

 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2013 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2013 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2013 年度）節電を実施しなかった 

 

②来夏（2014 年度）の節電継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 来夏（2014 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2014 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③来夏（2014 年度）も節電を行う場合における，今夏（2013 年度）と同様の節電取組 

可能性（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 来夏（2014 年度）も今夏（2013 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2013 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

④無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％（数値目標を伴わない節電） 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑤節電を継続する理由(複数回答可)(※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他（                       ） 
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⑥節電による企業活動への影響（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答した  

お客さまのみ） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他（                       ） 

 

⑦実施した節電の内容(複数回答可)(※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ) 

１ 節電目標や内容を社内に啓発   １１ 生産抑制 

２ 照明間引き           １２ 夏季休暇の拡大 

３ こまめな消灯          １３ 自家発電稼働 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換  １４ 生産拠点の移転・シフト 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定    （国内の他電力管内へ） 

６ 空調をガス方式等に変更     １５ 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

７ 不在エリアの空調停止      １６ 電力以外の燃料による製造機器導入 

８ 待機電力を切る         １７ エレベータ間引き等の動力の調整 

９ 製造機器稼働の節電工夫     １８ その他（           ） 

１０ 操業日や操業時間帯のシフト 

 

（（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2012 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2012 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2012 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2013 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ） 

１ 今冬（2013 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2013 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2013 年度）節電を継続する場合における昨冬（2012 年度）と同様の節電取組 

可能性（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみ） 

１ 今冬（2013 年度）に昨冬（2012 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2012 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

（３）その他 

①全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他（                        ） 

 

設問は以上です。ご協力誠にありがとうございました。 
 



（１）夏の節電にかかる質問

Q1 今夏（2013年度）の節電についてお答えください。
1 今夏（2013年度）節電を実施した
2 今夏（2013年度）節電を実施しなかった

Q2 来夏（2014年度）の節電についてお答えください。
（※Q1で「今夏（2013年度）節電を実施した」と回答した方のみ）
1 来夏（2014年度）節電を継続する
2 来夏（2014年度）節電は継続しない
3 分からない

Q3 来夏（2014年度）も節電を行う場合の節電取組についてお答えください。
（※Q2で「来夏（2014年度）節電を継続する」と回答した方のみ）
1 来夏（2014年度）も今夏（2013年度）と同様の節電取組を継続することは可能
2 節電には協力するが、今夏（2013年度）と同様の節電取組は困難
3 分からない

Q4 無理がないと思われる節電幅（対2010年度（震災前）比）について、最もあてはまるものを１つ選んでください。
1 0%（数値目標を伴わない節電）
2 5%未満
3 5%以上7%未満
4 7%以上10%未満
5 10%以上15%未満
6 15%以上20%未満
7 20%以上

Q5 節電を実施した理由についてお答えください。（複数回答可）
（※Q1で「今夏（2013年度）節電を実施した」と回答した方のみ）
1 政府・電力会社の広報や新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから
2 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから
3 計画停電になると社会的影響が大きいから
4 環境意識が高まったから
5 節電をすれば電気代の節約になると思ったから
6 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから
7 節電することが習慣化したから
8 その他（　）

Q6 実施した節電内容についてお答えください。（複数回答可）
（※Q1で「今夏（2013年度）節電を実施した」と回答した方のみ）
1 エアコンは室温28℃を心がける
2 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる
3 無理の無い範囲でエアコンを消して，扇風機を使う
4 エアコンのフィルターを定期的に掃除する
5 照明をできるだけ減らす
6 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換
7 テレビ画面の輝度を下げる
8 テレビを必要なとき以外は消す
9 便座保温・温水のオフ機能，タイマー節電機能があれば，これらを利用する
10 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き
11 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存
12 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく，本体の主電源を切る
13 長時間使わない機器はプラグを抜く
14 冷蔵庫の設定を強から中に変える
15 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす
16 冷蔵庫に食品をつめこまない
17 お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る
18 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い
19 旅行や外出をすることで，家庭内の消費電力を下げる
20 その他（　）
21 特にない

中国電力　家庭節電に関するアンケート
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Q7 特に家庭の節電が必要と思う時間帯についてお答えください。（複数回答可）
1 平日の早朝（出勤や登校前の7時頃）
2 平日の午前（9時～12時）
3 平日の午後（13時～16時）
4 平日の夕方～夜（17時～20時）
5 平日の夜中（21時以降）
6 あてはまるものはない

Q8 特に暑さが厳しい日の日中におけるエアコン等の節電について、お答えください。
（※Q1で「今夏（2013年度）節電を実施した」と回答した方のみ）
1 通常実施している節電より踏み込んで行った
2 通常実施している節電と同程度で行った
3 通常と同程度の節電はしていない
4 分からない
5 冷房機器を持っていない

Q9 でんき予報の活用についてお答えください。
1 非常に参考にしている
2 まあ参考にしている
3 どちらともいえない
4 あまり参考にしていない
5 全く参考にしていない

（２）冬の節電にかかる質問

Q10 昨冬（2012年度）の節電についてお答えください。
1 昨冬（2012年度）節電を実施した
2 昨冬（2012年度）節電を実施しなかった

Q11 今冬（2013年度）の節電についてお答えください。
（※Q10で「昨冬（2012年度）節電を実施した」と回答した方のみ）
1 今冬（2013年度）節電を継続する
2 今冬（2013年度）節電を継続しない
3 分からない

Q12 今冬（2013年度）も節電を行う場合の節電取組についてお答えください。
（※Q11で「今冬（2013年度）節電を継続する」と回答した方のみ）
1 今冬（2013年度）に昨冬（2012年度）と同様の節電取組を継続することは可能
2 節電には協力するが、昨冬（2012年度）と同様の節電取組は困難
3 分からない

2



 



 



 



 





 

 

（１）夏の節電に係る質問 〔該当する番号を○で囲んでください〕 

① 今夏（2013 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2013 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2013 年度）節電を実施しなかった 

 

② 来夏（2014 年度）の節電継続 

（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 来夏（2014 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2014 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③ 来夏（2014 年度）も節電を行う場合における、今夏（2013 年度）

と同様の節電取組可能性 

（②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 来夏（2014 年度）も今夏（2013 年度）と同様の節電取組を     

継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2013 年度）と同様の節電取組は

困難 

３ 分からない 

 

④ 無理がないと思われる節電目標（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％（数値目標を伴わない節電） 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 次頁に続く

九州電力 大口・小口



⑤ 節電を継続する理由（複数回答可） 

（②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 電力不安があり協力したいと考えたから 

２ 節電することが定着したから 

３ 市況悪化により生産を縮小しているから 

４ 停電を避けたいから 

５ 電気料金にかかるコストの削減につながるから 

６ その他 

 

 

⑥ 節電による企業活動への影響（複数回答可） 

（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 自家発電の稼働によりコストが増加した 

２ 生産・販売量等に影響が生じた 

３ 顧客サービスが低下した 

４ 従業員からクレームが多くあった 

５ 特に生産・販売量等に影響はなくマイナスの影響はなかった 

６ その他 

 

 

 

 

 

 

 

自由記入欄

自由記入欄

次頁に続く



⑦ 実施した節電の内容（複数回答可） 

（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 節電目標や内容を社内に啓発 

２ 照明間引き 

３ こまめな消灯 

４ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

５ 空調温度を高め（28℃等）に設定 

６ 空調をガス方式等に変更 

７ 不在エリアの空調停止 

８ 待機電力を切る 

９ 製造機器稼働の節電工夫 

10 操業日や操業時間帯のシフト 

11 生産抑制 

12 夏季休暇の拡大 

13 自家発電稼働 

14 生産拠点の移転・シフト（国内の他電力管内へ） 

15 生産拠点の移転・シフト（海外へ） 

16 電力以外の燃料による製造機器導入 

17 エレベータ間引き等の動力の調整 

18 その他 

 

 

 

（２）冬の節電に係る質問 〔該当する番号を○で囲んでください〕 

① 昨冬（2012 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2012 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2012 年度）節電を実施しなかった 

自由記入欄

次頁に続く



② 今冬（2013 年度）の節電の継続 

（①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 今冬（2013 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2013 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③ 今冬（2013 年度）節電を継続する場合における昨冬（2012 年度）

と同様の節電取組可能性 

（②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 今冬（2013 年度）に昨冬（2012 年度）と同様の節電取組を   

継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2012 年度）と同様の節電取組は

困難 

３ 分からない 

 

（３）その他 〔該当する番号を○で囲んでください〕 

① 全国的な需給ひっ迫が将来的に継続した場合の影響（複数回答可） 

１ 生産・営業を抑制せざるを得ない 

２ 生産拠点・事業所の海外移転 

３ 他企業への生産・販売委託を増やす 

４ 取引先の生産抑制による受注の減少 

５ 取引先の海外移転に伴う受注・販売の減少 

６ 特に影響はない見通し 

７ その他 

 

 

以上で終了です。 

アンケートへのご協力、誠にありがとうございました。 

 

自由記入欄



 

（１）夏の節電に係る質問 

①今夏（2013 年度）の節電の実施の有無 

１ 今夏（2013 年度）節電を実施した 

２ 今夏（2013 年度）節電を実施しなかった 

 

②来夏（2014 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご  

回答ください） 

１ 来夏（2014 年度）節電を継続する 

２ 来夏（2014 年度）節電は継続しない 

３ 分からない 

 

③来夏（2014 年度）も節電を行う場合における、今夏（2013 年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 来夏（2014 年度）も今夏（2013 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、今夏（2013 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

④無理がないと思われる節電幅（対 2010 年度（震災前）比） 

１ ０％（数値目標を伴わない節電） 

２ ５％未満 

３ ５％以上７％未満 

４ ７％以上１０％未満 

５ １０％以上１５％未満 

６ １５％以上２０％未満 

７ ２０％以上 

 

⑤節電を実施した理由（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみ

ご回答ください） 

１ 政府・電力会社の広報や新聞・ニュースを見て「家庭の協力が必要」と思ったから 

２ 職場や学校等で「自宅でも節電を実施するように」との呼びかけがあったから 

３ 計画停電になると社会的影響が大きいから 

４ 環境意識が高まったから 

５ 節電をすれば電気代の節約になると思ったから 

６ 友人、隣人などまわりの人が節電をしていたから 

７ 節電することが習慣化したから 

８ その他（                    ） 

九州電力 家庭 



⑥実施した節電内容（複数回答可）（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご

回答ください） 

１ エアコンは室温 28℃を心がける 

２ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげる 

３ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う 

４ エアコンのフィルターを定期的に掃除する 

５ 照明をできるだけ減らす 

６ 照明をＬＥＤ等へ切り替え交換 

７ テレビ画面の輝度を下げる 

８ テレビを必要なとき以外は消す 

９ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能があれば、これらを利用する 

１０ 炊飯器は早朝にタイマー機能で１日分をまとめ炊き 

１１ 炊飯器の保温機能は使わず、さましてから冷蔵庫に保存 

 １２ 家電製品全般についてリモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。 

 １３ 長時間使わない機器はプラグを抜く 

１４ 冷蔵庫の設定を強から中に変える 

１５ 冷蔵庫の扉を開ける時間を減らす 

１６ 冷蔵庫に食品をつめこまない 

 １７ お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切る 

１８ 洗濯機は容量の８０％程度を目安にまとめ洗い 

１９ 旅行や外出をすることで、家庭内の消費電力を下げる 

２０ その他（                    ） 

２１ 特にない 

 

⑦特に家庭の節電が必要と思う時間帯（複数回答可） 

１ 平日の早朝（出勤や登校前の 7時頃） 

２ 平日の午前（9時～12 時） 

３ 平日の午後（13 時～16 時） 

４ 平日の夕方～夜（17 時～20 時） 

５ 平日の夜中（21 時以降） 

６ あてはまるものはない 

 

⑧特に暑さが厳しい日の日中における、エアコン等の節電（※①で「節電を実施した」と

回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 通常実施している節電より踏み込んで行った 

２ 通常実施している節電と同程度で行った 

３ 通常と同程度の節電はしていない 



４ 分からない 

５ 冷房機器を持っていない 

 

⑨でんき予報の活用 

１ 非常に参考にしている 

２ まあ参考にしている 

３ どちらともいえない 

４ あまり参考にしていない 

５ 全く参考にしていない 

 

 

（２）冬の節電に係る質問 

①昨冬（2012 年度）の節電の実施の有無 

１ 昨冬（2012 年度）節電を実施した 

２ 昨冬（2012 年度）節電を実施しなかった 

 

②今冬（2013 年度）の節電の継続（※①で「節電を実施した」と回答したお客さまのみご

回答ください） 

１ 今冬（2013 年度）節電を継続する 

２ 今冬（2013 年度）節電を継続しない 

３ 分からない 

 

③今冬（2013 年度）節電を継続する場合における昨冬（2012 年度）と同様の節電取組可能

性（※②で「節電を継続する」と回答したお客さまのみご回答ください） 

１ 今冬（2013 年度）に昨冬（2012 年度）と同様の節電取組を継続することは可能 

２ 節電には協力するが、昨冬（2012 年度）と同様の節電取組は困難 

３ 分からない 

 

 


